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概　　　況

　　　景気の現状判断ＤＩは４８．９となり、前月に比べ２．９ポイント
　　上昇した。また、景気の先行き判断ＤＩは５０．６となり、前月と比
　　べ０．７ポイント低下した。

　　○家計動向関連では、サービス部門は低下したものの、小売、飲食部門は
　　　上昇したため、前月に比べ４．１ポイント上昇した。
　　○企業動向関連では、製造業、非製造業ともに上昇し、前月に比べ２．２
　　　ポイント上昇した。
　　○雇用関連では、前月に比べ０．２ポイント上昇した。
　（意見の主な内容）
　・新生活に向けた商品需要や季節変わりに伴う客足の回復などにより、経営
　　状況が好転してきている企業がある。（小売店等）
　・嶺南地域では、小売店や飲食店、運輸関係など、依然として景況感が悪い
　　企業が多い。（嶺南地域の店舗等）

　　○家計動向関連では、小売、飲食部門は上昇したものの、サービス部門は
　　　低下したため、前月に比べ０．１ポイント低下した。
　　○企業動向関連では、製造業が低下したため、前月に比べ４．５ポイント
　　　低下した。
　　○雇用関連では、前月と比べ６．２ポイント上昇した。
　（意見の主な内容）
　・春から夏にかけて、県外客の増加や季節商品への需要増加などが期待でき
　　る。（小売店等）
　・円安による燃料価格等の上昇や電力料金の値上げなど、コスト増加による
　　経営悪化が懸念される。（製造業等）

　■景気の現状判断ＤＩ

　■景気の先行き判断ＤＩ
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１．調査の目的

　　県内景気の動向や各業種の状況をより迅速に把握し、景気判断の基礎資料とする。

２．調査の実施概要

　（１）調査の範囲

　　県内を福井地区、坂井地区、奥越地区、丹南地区、嶺南地区の５地区に分け、各地区で働く
　さまざまな業種の方、１００名を調査客体とする。

地域別・分野別の客体数

福井
坂井 坂井市、あわら市
奥越 大野市、勝山市
丹南 鯖江市、越前市とその周辺部
嶺南 敦賀市、小浜市とその周辺部

計

　（２）調査事項

　　①　３か月前と比べた景気の現状判断とその理由
　　②　２～３か月後の景気の先行き判断とその理由

　（３）調査期日等

　　毎月中旬～下旬に調査実施し、月末～翌月初旬に公表。

３．ＤＩ値の算出方法

　　５段階の判断にそれぞれ以下の点数を与え、これらに各判断の構成比（％）を乗じて、
　ＤＩ値を算出する。

評価

点数

４．ＤＩ値について

　　ＤＩ値が５０の場合は横ばいを示し、０に近づくほど悪化傾向、１００に近づくほど好転傾向で
　あることを示す。

　　　　　　　

0

7
4

1336
6

51

11
12

22
16

12
7
6

100

6

雇用情勢
対象地域

福井市 39 20

調査客体数
合計 家計動向

調査の概要

2

企業動向

14 5
06

地区

23

　　　０　　　　←　　　　５０　　　　→　　　　１００
悪くなっている　　　　 変わらない　　　　　　良くなっている

悪くなっている
やや

悪くなっている
変わらない

やや
良くなっている

良くなっている

1 0.75 0.5 0.25

1



調査結果

１．景気の現状判断ＤＩ

○県全体の現状判断ＤＩ
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２．景気の先行き判断ＤＩ

○県全体の先行き判断ＤＩ

年
月

合計
　家計動向関連

小売
飲食
サービス

　企業動向関連
製造業
非製造業

　雇用関連

○回答別構成比

年
月

　良くなる
　やや良くなる
　変わらない
　やや悪くなる
　悪くなる

＋1.6
4.2%

5.3%

▲2.1
37.2% 38.9% 28.4% 8.5% 15.1% 16.7%

＋7.3

4.3%

▲7.9

8.4% 5.3% 4.3% 2.2%

47.9% 50.5% 49.5%
10.6%

60.6% 51.6% 58.9%
22.3% 29.0% 21.1%

0.0% 1.1% 1.1%

2 3 （前月差）

＋1.10.0%3.2%

H25
10 11

H24
12 1

47.5 42.5 42.5 45.0 52.5
43.8 38.5 ＋6.2

52.3

40.4 51.9 43.8 50.0

▲6.4
▲4.5

43.8 43.8

52.5 ＋0.0
41.7 40.6 42.7 56.5 58.7

56.8 52.3
58.3 52.1 47.7

43.4 41.2 42.6 53.0

＋0.0
43.8 25.0 37.5 37.5 31.3

50.6

39.1 39.6 42.7 52.1

▲4.4
＋12.5

36.7 39.8 42.2

10 11 12 1

49.5 49.4

41.2 40.0 42.4 52.4

（ＤＩ） H24 H25

3

48.147.9

43.8

1.1%

2 3

51.3

1.1%

▲0.1
51.6 50.8 50.8

45.8

3.3% ▲2.15.4%

（前月差）

▲0.7

60.2%49.5%
34.7%
7.4%

49.5%

7.4% 6.3% 7.4%

＋3.1
24.5% 32.6% 29.8% 20.4% 15.6% ▲4.8
52.1% 53.2% 63.3%

▲1.1
13.8% 10.5% 8.5% 12.9% 17.8% ＋4.9

0.0%1.1%2.1%

H24
10 11

40.0

41.7

40.0

47.0
48.9

（前月差）

50.0

1

＋0.2
＋0.0

52.3 ＋3.4
＋2.249.2

43.8
42.5

42.6 45.6
39.6

47.9

45.3 49.2

▲0.2

＋3.9
＋18.7

43.8
44.8

44.7

47.9 47.7

32.8 35.9

45.8
50.043.8

＋2.9

＋4.144.8 48.9

46.0

（ＤＩ） H24
10 11

42.4
42.5

H25

44.2

41.8

38.038.5

45.8

12.6%

12

1 2

31.3

44.2

41.9

25.0

50.0

40.3

31.356.3

47.542.5
46.9

38.3

47.9

39.1

41.5

H25

48.9

6.3%
2.1% 1.1%

（前月差）

2

12 3

2



　３．判断理由

　　（１）景気の現状判断の理由

現状 分野 地区 業種 理由

②やや良くなっている
家計
動向 福井 商店街

・近隣の駐車場の入場客や西武福井店等の来店客の動きなど、尐しずつではあ
るが伸びている。

丹南 商店街
・１月や２月は前年に比べ落ち込んだが、３月は暖かくなってきて客足が戻っ
てきている。

丹南 小売店 ・客単価がやや上向いている。

奥越 小売店 ・販売量の動きがやや良くなってきている。

福井 スーパー ・客数、客単価ともに減尐しているものの、購買点数は増加している。

福井 スーパー
・安倍政権発足後、「アベノミクス」といわれる経済政策、金融政策等を好感
し、株式市場が活況となり、市場に資金流入が起きてきた事で、消費者の財布
のヒモが緩みだしたと思われる。

福井 大型小売店 ・新生活に向けて、客数や販売量が増えている。

嶺南 レストラン
・冬場は天候不順により客の入りも悪かったが、３月になり暖かくなってきた
ので、尐し改善してきている。

福井 旅行代理店 ・来客数が増え、売上も前年を越える日が多くなった。

企業
動向 坂井 繊維 ・婦人、子供服製造の真っただ中にある。

丹南 眼鏡
・産地全体では低迷しているものの、付加価値の高い商品の注文があったので
売上は伸びている。

奥越 電気機械 ・１月の受注数より２月、３月と若干増えているが、大きな延びはない。

丹南 電気機械 ・春先の需要増加に向けて、受注が増加しつつある。

嶺南 医薬品 ・売上は増加している。

嶺南 建設業
・緊急経済対策やH25予算の議決など国庫の見通しが出ていることから、公共
の業務が増加中である。

雇用
福井 ジョブカフェ担当者 ・求人数が増加している。

③変わらない
家計
動向 福井 小売店 ・客の様子に変化が見られない。

坂井 小売店 ・来客数、売上とも前年とほぼ同じ。

福井
百貨店、
ショッピングセンター

・景気回復の期待をされているが、数値への変化はない。

丹南
百貨店、
ショッピングセンター

・販売量の動きや客の様子などに変化は見られない。

嶺南
百貨店、
ショッピングセンター

・前年に比べ、客数や客単価ともにダウン。
・衣住商材については、最低必要なものしか購入されない。

奥越
百貨店、
ショッピングセンター

・実用品については、より安い商品が購入される傾向に変わりはない。

丹南 スーパー
・ここしばらく周囲の出店などの予定もなく、催事も尐ない時期になるため、
消費動向は大きな変化は無いと思われる。

嶺南
コンビニエンススト
アー

・来客数が減尐し、原電関係の人が減っている。

嶺南 割烹 ・天候の予報に日本海側の雪報道が多く、来客数が思うほどになかった。

福井 駐車場
・利用者台数は３ヵ月前、前年と比べ減尐しており、収入も減尐しているが、
全般的にあまり変化がないように感じる。

福井 結婚式場 ・来客数の動きは徐々にではあるが上向きである。



現状 分野 地区 業種 理由

③変わらない
家計
動向 福井 ビジネスホテル

・売上の伸び率は鈍化しているが、まだ昨年実績はクリアできている。
・平日の稼働率があまり良くない。

福井 ビジネスホテル
・来館数は前年同時期比較としては、減尐傾向にあり、宴会・婚礼料飲部門が
苦戦している。
・まだ、景気の上昇は感じられない。

福井 旅行代理店
・年初は好調であったが、３月に近づくにつれ伸びが鈍化し、最終的に前年を
下回りそうである。

福井 タクシー ・収入の動向に変化が見られない。

企業
動向 坂井 繊維 ・取引先の様子に変化が見られない。

福井 眼鏡 ・受注はあるが単価が安い。

坂井 一般機械 ・設備導入の話は出てきているが、来年度に入ってからしか具体化しない。

福井 一般機械 ・受注量や販売量の動きに変化がない。

嶺南 化学・プラスチック ・輸入原材料、製品の値上がり、受注状況が好転しない。

福井 化学・プラスチック
・世の中では、住宅資材が動きだしたと言われているが、受注量はそう伸びて
いない。

丹南 鉄鋼 ・受注量の動きに変化がない。

丹南 伝統工芸 ・取引先の様子は変わらない。

丹南 食料品製造

・外食全体の動きは鈍い。
・季節的に売上げは上がってきているが、思ったほど伸びない。
・消費増税前の駆け込みで家・車など大型の消費が伸びるが、その分外食は減
る。

福井 IT関連 ・受注量の動きに変化がない。

福井 金融機関 ・大きな変動もなく、比較的安定している。

福井 不動産
・土地の需要は飛び抜けて増えてはいない。
・ムードとしては、消費税が近い将来必ず上がるだろうとの思いから、尐しず
つ建築見込客の動きは活発化してきたように感じる。

福井 運輸 ・商業物流に関する売上動向は横ばい。

福井 運輸 ・取引先の受注量が小ロット化している傾向は続いている。

雇用
奥越 自治体労働政策担当課

・有効求人倍率は表面上改善されているが、季節的なものであり、実質的な改
善とは判断できない。

丹南 自治体労働政策担当課 ・「新規採用」の状況は以前と比較しても変わらないと思われる。

福井 労働相談員 ・雇用形態や企業の様子に特に目立った動きは見られない。

奥越 学校就職担当者 ・これから暖かくなり、人が動く時期でもあるので期待したい。

福井 学校就職担当者
・本校の就職希望者は全員内定したものの、昨年度と比較すると約１ヶ月遅
かった。
・まだ景気が上向いた実感はない。

嶺南 ジョブカフェ担当者 ・求人数・求職者数に変化を感じない。

福井 人材派遣会社 ・良いと判断できる材料がない。

福井 就職情報誌 ・求人の動きにあまり変化がない。



現状 分野 地区 業種 理由

④やや悪くなっている
家計
動向 嶺南 商店街

・駅通りまで足を運ばない、行かないといわれる客が増えているように感じ
る。

坂井 スーパー ・前年に比べ、売上高や客数など減尐している。

嶺南 スーパー ・客数が３月前と比べて３％程度減尐している。

嶺南 大型小売店 ・購入単価が減尐している。

嶺南 ドライブイン ・週末の入込数は減尐し、客単価も低下している。

福井 居酒屋 ・客が出て来なくなっている。

企業
動向 福井 繊維 ・株価、為替は上向きだが、油が高くなっているので市況は悪い。

丹南 眼鏡 ・受注が尐なく、小売店も卸店も買い控え傾向である。

福井 商社
・１～２月を見た限り油業界は悪くなっており、ガソリンや軽油、灯油いずれ
も前年割れ。

福井 金融機関
・自動車登録台数が５カ月連続でマイナスとなっており、また、軽油の価格上
昇が県内運送業者を直撃している状況にあるなど、マイナス要素が多い。

嶺南 運輸 ・若狭地域は発電所の停止等により景気が低迷している。

雇用

嶺南 労働相談員
・１月の敦賀の敦賀有効求人倍率および新規求人倍率は前年同月を下回った。
・小浜では、有効求人倍率および新規求人倍率は前年同月を上回った。

嶺南 就職情報誌
・原発の長期停止により、原発関連企業の流入人員が減尐しているのに加え、
納品していた市内の中小店舗の売上減尐や市内の人口が増加しないなど、市内
全体の経済活動が低迷している。

⑤悪くなっている
家計
動向 福井

百貨店、
ショッピングセンター

・３月は入り客数、単価ともに昨年を下回っている。

嶺南 旅館
・昨年以来、いまだに前年対比を上回ることができない。
・嶺南地方では、業種を問わず倒産が相次ぎ、地域のムードは最悪である。

企業
動向 坂井 IT関連 ・受注額の減尐、商談の長期化・延期。



　３．判断理由

　　（２）景気の先行き判断の理由

現状 分野 地区 業種 理由

①良くなる
企業
動向 丹南 電気機械 ・スマートフォン市場の本格立上げにより需要が増加する見込み。

②やや良くなる
家計
動向 丹南 商店街 ・例年、春から夏にかけて良くなっていく。

坂井 小売店 ・例年、夏に向けて県外客が増加する。

丹南
百貨店、
ショッピングセンター

・地域に中小企業が多く、４月以降の経済状況次第。

奥越
百貨店、
ショッピングセンター

・景気が良くなるとの報道で雰囲気は良くなってきているように感じるが、
来年の消費税増の影響が懸念される。

福井 スーパー
・ＥＵの財政問題やＴＰＰなどの懸念材料はあるが、今後尐しずつ景気が上
向くと考えられる。

坂井 スーパー
・これから天候も良くなり、暖かくなるため、春物を中心に動きが出てくる
と予測している。

福井 大型小売店 ・景気の回復感が広まってきている。

嶺南 レストラン ・経済的にも上向きになる様な感じで、売上アップが期待できる。

企業
動向 坂井 繊維 ・アベノミクスによるデフレ脱却に期待したい。

福井 一般機械 ・国内における円安・景気刺激策の効果が出るのを期待している。

福井 化学・プラスチック ・日経平均株価の高値推維、円安傾向。

福井 金融機関
・安定して、円安、株高の基調にあり、当面はこの状況で推移すると思われ
る。
・ＴＰＰ参加表明における経済効果にも期待したい。

嶺南 建設業
・公共事業の件数増に伴い、受託件数も増加する期待感あり。
・特に電源関係及び自然災害関係に対する予防事業が増加している。

福井 不動産 ・消費税増税の期限が迫り、徐々に活発化してくると期待している。

嶺南 運輸 ・新年度に入り、全国的に景気が上向いてくることが期待される。

雇用

奥越 学校就職担当者

・先行きの景気回復に対する「期待感」、今はそれが先走りしているような
気がする。
・１年後には消費税が８％に引き上げられるが、実質所得がプラスに転じる
ことを期待している。

福井 ジョブカフェ担当者 ・前年同月と比べ求人数が増加し続けている。

③変わらない
家計
動向 福井 商店街

・アベノミクス発表等々により、株価等の上昇と景気改善への雰囲気が作ら
れているように感じるが、まだ実感はない。

嶺南 商店街
・アベノミクスに期待しているが、残念ながら、地方の零細企業には中々影
響が出て来ていない。
・これを契機として景気が上昇していけば有難い。

福井
百貨店、
ショッピングセンター

・小売店への消費拡大は当面現れてこない。

嶺南
百貨店、
ショッピングセンター

・原発が動かず、流入人口なども減尐。

丹南 スーパー
・景気は回復傾向にあるが、消費税の増税などを控え、食料品に対しての出
費は、まだまだ回復には至らないと思われる。

嶺南
コンビニエンススト
アー

・これといった材料はない。

福井 駐車場
・景気対策の効果には期待するものの、身の回りの景気が今後どうなるのか
は不透明な感じがする。



現状 分野 地区 業種 理由

③変わらない

家計
動向 嶺南 旅館

・原子力発電について結論が出ないと、根本的解決にならない。
・我々の業界でも、ＨＰのアクセス数は減っていないが、決定率が悪いのが
現状。

福井 ビジネスホテル
・予約状況から判断しても、改善の兆しは感じられない。
・今後も厳しい状況が予想される。

坂井 観光・レジャー施設 ・閉店する店が多いように感じる。

福井 旅行代理店 ・４月から６月までの先行受注状況はほとんど変わらない。

企業
動向 福井 繊維 ・客が動かず、市場が良くなるとは思われない。

丹南 眼鏡 ・新型の話もあまり出てこない。

福井 眼鏡 ・デフレは続くと思われ、安売店以外の専門店は苦しい。

福井 一般機械 ・景気回復については「期待」の域を脱していない。

嶺南 化学・プラスチック ・よくなる材料がない。

福井 化学・プラスチック
・消費税増税の影響が年末近くから出そうで、３ヵ月、６ヶ月先ではまだ変
わらないと思われる。

丹南 鉄鋼 ・期待感はあるものの、受注量が乏しい。

丹南 伝統工芸 ・受注量に変化がない。

嶺南 医薬品 ・現状の見込みでは売上は大きな変化はない。

福井 IT関連 ・受注量の動きに変化は見られない。

福井 金融機関

・当面は弱めの動きが続くものと推察される。
・その後は復興需要の発現、政権交代による国内マインド改善と景気浮揚
策、これに海外経済状況の改善が相俟って、再び景気回復へ向かうと期待さ
れる。
・一方で、福井県内における基幹産業である繊維・眼鏡を中心に欧州・中国
及び大手企業の動向等、対外経済環境を巡る不確実性は引き続き高い。

福井 運輸
・政権交代により気分的には良くなると期待したいが、現実の生産活動がど
のようになるか不明である。

雇用
奥越 自治体労働政策担当課

・有効求人倍率は表面上改善されているが、季節的なものであり、実質的な
改善とは判断できない。

丹南 自治体労働政策担当課
・日本の経済状況はここ数ヶ月で安定することはないと思われ、企業も積極
的な動きをしないと予想される。

福井 労働相談員 ・政府の経済政策に期待は持てるが、上昇を感じるのはまだ先と思える。

福井 学校就職担当者 ・景気回復の期待感が定着するには、年単位の時間を要すると思う。

嶺南 学校就職担当者 ・原発の運転停止により、若狭管内の景気が上向くとは考えられない。

嶺南 ジョブカフェ担当者 ・求人数・求職者数に変化を感じない。

福井 就職情報誌 ・国の予算、政策が決まるまでそんなには変わらない。



現状 分野 地区 業種 理由

④やや悪くなる
家計
動向 福井 小売店 ・銀行の融資態度が悪い。

丹南 小売店 ・材料費や燃料代が値上がりする。

嶺南 スーパー
・電気料金の値上げ、原発が稼働しない等、景気回復の兆しが見当たらな
い。

嶺南 大型小売店 ・嶺南地区の経済動向が好転しない。

嶺南 ドライブイン ・先行きの不透明感が更に増している。

嶺南 割烹
・冬場の単価は高いが、これからは来客数が増したとしても単価が低くなる
ので、いろいろと考えていかなくてはいけない。

福井 居酒屋 ・景気が悪くなっており、店の来る人が尐なくなっている。

福井 ビジネスホテル

・昨年はコンサートや学会、スポーツイベントが多数開催された特異な年
だったので、今年はあまり期待できない。
・他社が低価格路線を展開しているため予約客が取られ、前日や当日などの
間際の予約でしのいでいる状況である。

企業
動向 坂井 繊維 ・婦人、子供服製造の端境期になる。

丹南 眼鏡 ・市場全体で低価格商品が売れており、産地全体の伸びはない。

福井 商社
・原油価格の高止まり、大幅円安進行で小売価格等上昇が今後も続き、消費
者の買い控え、節約志向の高まりによる極度の販売不振が今年は続く。

丹南 食料品製造
・外食産業は仕入の２/３が海外商品のため、今後円安による仕入の上昇が考
えられ、対策を考えなければいけない。

福井 運輸 ・今後、燃料費の高騰も加わり厳しい状況は続くものと予測される。

雇用
嶺南 労働相談員

・嶺南地域の経済状況に変化は見られず、依然原子力再稼働の動向に環境は
左右されており不透明な状況は続きそう。

⑤悪くなる
企業
動向 坂井 IT関連 ・商談の長期化、案件の小型化が進んでいる。

雇用

嶺南 就職情報誌
・既設原発の停止や再稼働の見通しが立たないことにより、市内の原発関連
企業の経営状況悪化や、流入人口の減尐により市内の経済活動が鈍化、雇用
も悪化すると思われる。



４．参　考

（１）調査対象の構成

人数
家計動向関連 51

商店街、小売店
商店街関係者 5
小売店経営者・従業員 7

百貨店、ＳＣ等
店長・売場主任 10

スーパー
店長・従業員 6

家電販売店
経営者・店長・従業員 2

コンビニエンスストア
店長 2

ドライブイン等
経営者・スタッフ 3

飲食関連
レストラン等経営者・店長・スタッフ 2
居酒屋等経営者・店長・スタッフ 2

その他サービス関連
サービス業経営者・従業員 4

観光関係
旅館関係者 2
ビジネスホテル関係者 2
観光・レジャー施設関係者 1
旅行代理店経営者・従業員等 2
タクシー運転手 1

企業動向関連 36
製造業経営者・従業員

繊維工業 4
眼鏡工業 3
一般機械工業 3
電気機械工業 3
化学・プラスチック工業 3
鉄鋼業 2
伝統工芸 2
商社 2
食料品製造業 2
その他製造関連 2

非製造業経営者・従業員
ＩＴ関連 2
金融機関 2
建設・不動産 3
運輸 3

雇用関連 13
自治体労働政策担当課 2
労働相談員 2
学校就職担当者 4
ジョブカフェ担当者 2
人材派遣会社 1
就職情報誌編集者 2

100計

調査対象
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４．参　考

（２）調査票

　

　

　あなたの日々の仕事や仕事を通じて接するお客様の様子から分かる、
あなたの身の回りの景気の状況についてご回答ください。

（企業・団体名および記入者氏名）

【質問１】

　景気が上向きか下向きか、どちらの方向に向かっているかの質問です。

　今月のあなたの身の回りの景気は、３か月前と比べて良くなっていると思いますか、

悪くなっていると思いますか。

　　　　④やや悪くなっている　　⑤悪くなっている

【質問２】

　質問１でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

　次の５つの中から、お選びください。

　　　　①良くなっている　　②やや良くなっている　　③変わらない

【質問３】

【質問４】

　質問３でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

　将来の景気についての質問です。今後２～３か月先のあなたの身の回りの景気は、

今月より良くなると思いますか、悪くなると思いますか。

　次の５つの中から、お選びください。

①良くなる　　②やや良くなる　　③変わらない　　④やや悪くなる　　⑤悪くなる
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　　本書の内容についての質問は、下記にお問い合わせください。

福井市大手３丁目17－1

福井県産業労働部産業政策課経済戦略推進チーム

　TEL　０７７６－２０－０３６４　（ダイヤルイン）

　　　　　　　


